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 住　所 氏　名 性別 保護者

中横田　田上　悠
は る あ

和　女　和　孝

上早川　井上　創
そ う た

太　男　聖　士

白　旗　松永　侃
か ん た

大　男　真　一

船　津　金守美
み す ず

翠珠　女　郁　尚

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,147 △18

女 5,777 △４

計 10,924 △22

世帯数 4,285 △４

平成29年２月28日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

豊　内　甲斐　　六　94　詠　二

田　口　岩﨑　郁夫　87　笑　子

田　口　宮崎　信男　90　初　生

緑　町　北岡征次郎　71　利　江

府　領　前田　　勇　81　ミチ子

上早川　村山　信一　89　千　鶴

麻生原　片岡　義秋　91　義　隆

西寒野　西川　 子　91　 　子

仁田子　石田　圭一　55　圭　一

ひとの動き（敬称略）

２月11日（土）～３月10日（金）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① キャベツはザクザク切りま

しょう。タマネギは５㍉幅に

切りましょう。

② 豚モモ肉は２～３㌢幅、カ

マボコは３～４㍉幅に切りま

す。

③ ボウルに卵を溶きほぐし、

コーヒー用クリームと塩・コ

ショウを加えてよく混ぜ合わ

せておきます。

④ フライパンにサラダ油を熱

し、豚モモ肉、タマネギ、カ

マボコを炒めます。

⑤ タマネギがしんなりしてき

たらキャベツを加えてさらに

炒め、③を流し入れて大きく

混ぜながら半熟状に仕上げま

す。

⑥ 皿に⑤を盛ったら、ケチャッ

プをかけて食べましょう。

　　昔からキャベツは胃腸に良

いとされていましたが、キャベ

ジンという成分が胃腸を強化す

る効果があるそうです。

　生でも火を通しても美味しい

栄養たっぷりのキャベツは、免

疫力を高め、風邪をひきにくく

して、胃腸のトラブルから身を

守ってくれます。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

春キャベツのとろ玉

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　小　鹿　井上　雄仁

　　妻　和水町　岡本　真美

　　夫　南三箇　松本幸太郎

　　妻　熊本市　成瀬　親子

　　夫　熊本市　黒子　一世

　　妻　吉　田　吉永美和子

　　夫　熊本市　田上　健一

　　妻　下横田　寺岡麻美子

材料－４人分－

春キャベツ …………４分の１個
タマネギ ……………………１個
豚モモ肉……………………250㌘
カマボコ ……………………１本
卵 ……………………………４個
コーヒー用クリーム ………４個
塩・コショウ ………………適宜
サラダ油 ………………大さじ１
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